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合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（ 医 療
いりょう

（その他
た
の一 般

いっぱん
医 療
いりょう

））議事
ぎ じ

要旨
ようし

（５月
がつ

） 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

５月
がつ

３１日
にち

（火
ひ
）１３:３０～１７:００ 

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうむね

２ 階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

堂 本
どうもと

座 長
ざちょう

、佐藤
さとう

副 座 長
ふくざちょう

、末 光
すえみつ

副 座 長
ふくざちょう

、川
かわ

﨑
き
委員
いいん

、佐野
さ の

委員
いいん

、関 口
せきぐち

委員
いいん

、

野原
のはら

委員
いいん

、 

橋 本
はしもと

委員
いいん

、広田
ひろた

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

（１ 医 療
いりょう

に 係
かかわ

る経 済 的
けいざいてき

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

について） 

・自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

に精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の 入 院
にゅういん

医 療
いりょう

も入
い
れる、という 案

あん
には、お金

かね
がか

かる、 入 院
にゅういん

を 促 進
そくしん

する、自立
じりつ

支援 法
しえんほう

は廃
はい

止
よ
すべき、という理由

りゆう
で反 対

はんたい
。 

・ 難 病
なんびょう

でも、病 状
びょうじょう

が安 定
あんてい

していれば 就 労
しゅうろう

可能
かのう

なので応
おう

能
のう

負担
ふたん

という 考
かんが

え方
かた

も

あるが、就 労
しゅうろう

が困 難
こんなん

な病 状
びょうじょう

や重 篤
じゅうとく

な場合
ばあい

、低 所 得 者
ていしょとくしゃ

の場合
ばあい

は、当事 者
とうじしゃ

負担
ふたん

は 無 料
むりょう

とするべき。 現 状
げんじょう

は 一 生
いっしょう

３ 割
わり

負担
ふたん

。保険
ほけん

が利用
りよう

できない 薬
くすり

など 高 額
こうがく

負担
ふたん

にあえいでいる場合
ばあい

が少
すく

なくない。腎 臓
じんぞう

透 析
とうせき

、HIV、血 友 病
けつゆうびょう

患 者
かんじゃ

は月 額
げつがく

上 限
じょうげん

１万 円
まんえん

という制度
せいど

がある。これを 拡 大
かくだい

したい。応 益
おうえき

負担
ふたん

から応
おう

能
のう

負担
ふたん

に

一 律
いちりつ

変
か
えるだけでなく、応

おう
能
のう

負担
ふたん

の中
なか

でも難 病
なんびょう

の程度
ていど

に応
おう

じて配 慮
はいりょ

が必 要
ひつよう

。 

・ 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

以外
いがい

は 入 院
にゅういん

・通 院
つういん

が 対 象
たいしょう

となっている。 病 気
びょうき

自体
じたい

が長期 化
ちょうきか

する

傾 向
けいこう

がある 点
てん

で似
に
ているのに、精 神

せいしん
だけ通 院

つういん
のみが 対 象

たいしょう
となっているのは、制度

せいど

設 計 上
せっけいじょう

不 平 等
ふびょうどう

のような気
き
がする。 当 初

とうしょ
は、自立

じりつ
支援
しえん

医 療
いりょう

そのものが 入 院
にゅういん

か

ら通 院
つういん

に切
き
り替

か
えるための制度

せいど
だった。更 生

こうせい
医 療
いりょう

も、手 術
しゅじゅつ

などの一時 的
いちじてき

なもの

が出 発 点
しゅっぱつてん

だった。その後
ご
、他

ほか
で 救

すく
われなかったために、 透 析

とうせき
など長 期

ちょうき
にわたる

医 療
いりょう

も入
はい

った。精 神
せいしん

の入 院
にゅういん

を入
い
れるか否

いな
かについては総 合 的

そうごうてき
に検 討

けんとう
すべき。 

・ 入 院
にゅういん

が 必 要
ひつよう

な 人
ひと

も３ 割
わり

負担
ふたん

であることが 問 題
もんだい

。自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

に 精 神
せいしん

の

入 院
にゅういん

も入
い
れるべき。 

・当事 者
とうじしゃ

・家族
かぞく

の負担
ふたん

の 軽 減
けいげん

、安易
あんい

な入 院
にゅういん

の阻止
そ し

、入 院
にゅういん

が長期 化
ちょうきか

しても 診 療
しんりょう

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

15 回
かい

 

H23.6.23 資 料
しりょう

１５ 
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報 酬
ほうしゅう

の変化
へんか

がない 現 状
げんじょう

を変
か
える、という 点

てん
から 精 神

せいしん
の入 院

にゅういん
も自立

じりつ
支援
しえん

医 療
いりょう

に入
い
れるべき。非自発的

ひじはつてき
入 院
にゅういん

は 全 額
ぜんがく

国庫
こっこ

負担
ふたん

すべき。 精 神
せいしん

通 院
つういん

を自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

に入
い
れれば 全 体

ぜんたい
の２ 割

わり
が公費

こうひ
負担
ふたん

となり、財 政
ざいせい

を圧 迫
あっぱく

し、その結果
けっか

退 院
たいいん

が促 進
そくしん

される。 診 療
しんりょう

報 酬
ほうしゅう

も入 院
にゅういん

の期間
きかん

によってメリハリ
め り は り

をつけるべき。 

・精 神
せいしん

入 院
にゅういん

については長期 化
ちょうきか

する傾 向
けいこう

。一 方
いっぽう

で、他
ほか

の疾
しっ

病
ぺい

との兼
か
ね合

あ
いがある。 

・なぜ 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

を他
ほか

の病 気
びょうき

と違
ちが

う 扱
あつか

いをするのか。精 神
せいしん

障 害
しょうがい

は特 別
とくべつ

な病 気
びょうき

とするのか。 国 民
こくみん

に説 明
せつめい

がつかない。 報 告 書
ほうこくしょ

は両 論
りょうろん

併記
へいき

にすべき。 

・各 障 害
かくしょうがい

や 疾
しつ

病
やまい

で、実 態
じったい

が多様
たよう

で複 雑
ふくざつ

。多様 性
たようせい

に対 応
たいおう

できる制度
せいど

の 構 築
こうちく

が

必 要
ひつよう

。不 公 平 感
ふこうへいかん

を解 消
かいしょう

しないといけない。難 病
なんびょう

の数
かず

は 約
やく

５千
せん

～７ 千
せん

にも及
およ

ぶと言
い
われている。そのうち５６ 疾 患

しっかん
しか医療 費

いりょうひ
公費
こうひ

負担
ふたん

の支援
しえん

対 象
たいしょう

となってい

ない。 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に 応
おう

じた 対 応
たいおう

をするためには 実 態
じったい

調 査
ちょうさ

が 必 要
ひつよう

。 支
ささ

える

医 療
いりょう

は、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

が 混
こん

在
ざい

した 療 養
りょうよう

でないと 対 応
たいおう

できない。この 作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

がどのように 医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の混
こん

在
ざい

したモデル
も で る

を提 言
ていげん

できるかは 大
おお

きな課題
かだい

。 

・ 現 実
げんじつ

問 題
もんだい

として福祉
ふくし

と 医 療
いりょう

は別 々
べつべつ

なので、 混 在
こんざい

させるのは 難
むずか

しいと 思
おも

う。

福祉
ふくし

と医 療
いりょう

の連 携
れんけい

ではどうか。 

・ 医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の連 携
れんけい

、というのはこれまで何度
なんど

も言
い
われているが、 実 現

じつげん
していない。

福祉
ふくし

・医 療
いりょう

の連 携
れんけい

を超
こ
えた仕組

し く
みを 構 築

こうちく
しなければいけない。 

・地域
ちいき

に医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の 合 同
ごうどう

チーム
ち ー む

を作
つく

らない限
かぎ

り難
むずか

しい。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

においては、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、ニーズ
に ー ず

に応
おう

じた支援
しえん

、

医 療
いりょう

・福祉
ふくし

を総 合
そうごう

したようなサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を作
つく

るべき。訪 問
ほうもん

看護
かんご

を受
う
けな

がらヘルパ
へ る ぱ

ーを利用
りよう

したり、自分
じぶん

でケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

できる 人
ひと

はいいが、 総 合 的
そうごうてき

な

ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

が必 要
ひつよう

な人
ひと

には相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

でサービス
さ ー び す

として提 供
ていきょう

されるよ

うにしてはどうか。 

・両 論
りょうろん

併記
へいき

することについて。障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援 法
しえんほう

で初
はじ

めて 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が規定
きてい

され、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

で初
はじ

めて 難 病
なんびょう

が規定
きてい

されることとなる。病 院
びょういん

に来
き
て

障 害 者
しょうがいしゃ

だけ 得
とく

をしている、というのではなく、早
はや

く認
みと

められている、ということ。今
いま

の 医 療
いりょう

のあり 方
かた

に疑問
ぎもん

がある。 治
なお

れば何
なに

をしてもいいのか。 人 権
じんけん

という 観 点
かんてん

か

ら治 療
ちりょう

のあり 方
かた

を見直
みなお

すべき。安易
あんい

に拘 束
こうそく

や電気
でんき

ショック
し ょ っ く

が 行
おこな

われてはいけない。

医 療
いりょう

内 容
ないよう

にまで踏
ふ
み込

こ
んだ議論

ぎろん
が必 要

ひつよう
。 

・委員
いいん

からは、「 総 合 的
そうごうてき

な 相 談
そうだん

支援
しえん

が重 要
じゅうよう

であるということ」と「それだけでなく
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医 療
いりょう

と福祉
ふくし

を総 合
そうごう

した制度
せいど

の構 築
こうちく

が必 要
ひつよう

である」とのそれぞれの 提 案
ていあん

があっ

た。 

・難 病
なんびょう

は相 談
そうだん

支援
しえん

においても、医 療 的
いりょうてき

知見
ちけん

を 含
ふく

めた相 談
そうだん

が不可欠
ふかけつ

…それが可能
かのう

な 体 制
たいせい

が 必 要
ひつよう

。 入 院
にゅういん

と地域
ちいき

医 療
いりょう

は分
わ
けて 考

かんが
える。地域

ちいき
医 療
いりょう

においては、

医 療
いりょう

・福祉
ふくし

の合 同
ごうどう

チーム
ち ー む

で出
で
て行

い
かないと地域

ちいき
生 活
せいかつ

を支
ささ

えられない。難 病
なんびょう

は必
かなら

ずしも 入 院
にゅういん

が 必 要
ひつよう

ではない。 難 病
なんびょう

の中
なか

でも負担
ふたん

については 主 張
しゅちょう

が異
こと

なる。 

・ 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害
しょうがい

は児
じ
・ 者

しゃ
の 入 院

にゅういん
を 一 体

いったい
にしており、これは 守

まも
っていきたい。

国 民
こくみん

の目
め
から見

み
てどうか、ということを 考

かんが
えると、家族

かぞく
が負担

ふたん
できる 分

ぶん
については

負担
ふたん

すべき。負担
ふたん

できない部分
ぶぶん

については負担
ふたん

を 求
もと

めない。 

・ 更 生
こうせい

医 療
いりょう

は 長 期
ちょうき

にわたって医療 費
いりょうひ

を負担
ふたん

するから、 育 成
いくせい

医 療
いりょう

は 障 害
しょうがい

の

予防 的
よぼうてき

な治 療
ちりょう

だから、公費
こうひ

で負担
ふたん

する、という合意
ごうい

は得
え
られていると 思

おも
う。生 活

せいかつ

を支
ささ

え、長 期
ちょうき

にわたる負担
ふたん

から解 放
かいほう

するためには、血 圧
けつあつ

が高
たか

いから抗
こう

圧 剤
あつざい

を飲
の

む場合
ばあい

と同程 度
どうていど

の負担
ふたん

の範囲
はんい

である 必 要
ひつよう

がある。 

・お金
かね

のない 人
ひと

の医療 費
いりょうひ

を公費
こうひ

で、というのは理解
りかい

が得
え
られるが、精 神

せいしん
障 害
しょうがい

だから

公費
こうひ

で、というのは理解
りかい

を得
え
られないと 思

おも
う。 

・自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

は、低 所 得 者
ていしょとくしゃ

も５ 千 円
せんえん

までは 払
はら

っている。国保
こくぼ

は現 在
げんざい

の世帯
せたい

単位
たんい

から、個人
こじん

単位
たんい

にするべきではないか。 

・本 質 的
ほんしつてき

に個人
こじん

単
たん

位
くらい

であるべき。障 害 者
しょうがいしゃ

が二人
ふたり

いる世帯
せたい

もあるはず。 

・世帯 分
せたいぶん

離
はな

して、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の収 入
しゅうにゅう

を認 定
にんてい

するべき。 

・ 生 活
せいかつ

保護
ほ ご

は 実 態
じったい

優 先
ゆうせん

なので世帯
せたい

分離
ぶんり

できないが、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

は世帯
せたい

分離
ぶんり

可能
かのう

。 

・世帯
せたい

分離
ぶんり

するか 否
いな

かは、どちらが 得
とく

か、家庭
かてい

の選 択
せんたく

に任
まか

せるべき。 

・精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

は医 療
いりょう

だけでもいい 人
ひと

もいる。福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

は押
お
しつけがち。あくま

でも、 本 人
ほんにん

が 望
のぞ

む、本 人
ほんにん

の自己
じ こ

決 定
けってい

に基
もと

づく福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

でないといけない。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

は障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援 法
しえんほう

と 同
おな

じく三
さん

障 害
しょうがい

一 体
いったい

。精 神
せいしん

の

入 院
にゅういん

だけ３ 割
わり

負担
ふたん

、というのは無理
む り

なのでは。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

では、難 病
なんびょう

も入
はい

るし、 入 院
にゅういん

医 療
いりょう

も１割
わり

負担
ふたん

とするとい

うことか。 

・障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

に応
おう

じて、という書
か
き 方

かた
はできないか。全

すべ
ての 障 害

しょうがい
・難 病

なんびょう
を一 緒

いっしょ

に扱
あつか

うのは無理
む り

がある。難治 性
なんじせい

疾 患
しっかん

は所 得
しょとく

に応
おう

じた７段 階
だんかい

の負担
ふたん

となっている。
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特 定
とくてい

疾 患
しっかん

に 該 当
がいとう

しない場合
ばあい

は、 一 生
いっしょう

３ 割
わり

負担
ふたん

。 患 者
かんじゃ

本 人
ほんにん

の4 割
わり

は

無 収 入
むしゅうにゅう

。 一
いち

生 涯
しょうがい

治
なお

らない 難 病
なんびょう

が1 割
わり

とか3 割
わり

負担
ふたん

というのは 矛 盾
むじゅん

。

数 千 万 円
すうせんまんえん

かかる手 術
しゅじゅつ

が必 要
ひつよう

になることもあるが、これも１ 割
わり

負担
ふたん

と言
い
われたら

困
こま

る。精 神
せいしん

・難 病
なんびょう

・固定 的
こていてき

疾 患
しっかん

のそれぞれの 特 性
とくせい

に応
おう

じた負担
ふたん

であるべき。 

・応 益
おうえき

負担
ふたん

から 応
おう

能
のう

負担
ふたん

になるということは、自己
じ こ

負担
ふたん

が３割
わり

のところ１割
わり

になる、

ということではないということだ。 応
おう

能
のう

負担
ふたん

は「出
だ
せるだけ」。 応

おう
能
のう

負担
ふたん

にすると

スキーム
す き ー む

が変
か
わる。応

おう
能
のう

負担
ふたん

になると 病 院
びょういん

もいつまでも 抱
かか

えこんでいられない。 

・ 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じて負担
ふたん

を検 討
けんとう

する、ということと、地域
ちいき

においては包 括 的
ほうかつてき

な

サービス
さ ー び す

体 系
たいけい

が必 要
ひつよう

、ということ。 

 

（２ 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の在
あ
り方

かた
について） 

・ 厚 労 省
こうろうしょう

の介護
かいご

職 員
しょくいん

によるたんの 吸 引
きゅういん

の 検 討 会
けんとうかい

で、「不 特 定
ふとくてい

多数
たすう

の 者
もの

」を

対 象
たいしょう

とする場合
ばあい

の 研 修
けんしゅう

スキーム
す き ー む

と、「 特 定
とくてい

の 者
もの

」を 対 象
たいしょう

とする場合
ばあい

の 研 修
けんしゅう

スキーム
す き ー む

に分
わ
けて試行

しこう
事 業
じぎょう

を 行
おこな

い 終 了
しゅうりょう

した。「 特 定
とくてい

の者
もの

」を 対 象
たいしょう

とする試行
しこう

事 業
じぎょう

で、介護
かいご

と医 療
いりょう

との連 携
れんけい

について、うまくできているところもあるが、難
むずか

し

いところもあった。医 療
いりょう

職 種
しょくしゅ

が柔 軟
じゅうなん

に対 応
たいおう

する必 要
ひつよう

がある。現 在
げんざい

審 議 中
しんぎちゅう

の 法 案
ほうあん

（社 会
しゃかい

福祉士
ふくしし

・介護
かいご

福祉士法
ふくししほう

一部
いちぶ

改 正
かいせい

案
あん

）が通
とお

れば、来 年 度
らいねんど

には介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

によるたんの吸 引
きゅういん

及
およ

び経 管
きょうかん

栄 養
えいよう

が 法 的
ほうてき

に可能
かのう

になる。たんの吸 引
きゅういん

等
とう

を介護
かいご

職
しょく

が行
おこな

うことを容 認
ようにん

することについて、地域差
ちいきさ

がある。人 工
じんこう

呼 吸 器
こきゅうき

を

装 着
そうちゃく

していても、ヘルパ
へ る ぱ

ーを利用
りよう

して 外 出
がいしゅつ

ができるのが普通
ふつう

だが、ある市
し
では

看護師
かんごし

の同 行
どうこう

を求
もと

められた。 

・制度
せいど

が始
はじ

まれば、近 隣
きんりん

の医師
い し

も研
けん

修
おさむ

講師
こうし

等
とう

で参加
さんか

すると 思
おも

うが、診 療
しんりょう

報 酬
ほうしゅう

ででるのか。 

・お願
ねが

いはしているが、検 討
けんとう

が進
すす

んでいない。医師
い し

が協 力
きょうりょく

となると責 任
せきにん

問 題
もんだい

も出
で

てくるし、嫌
いや

がられるかもしれない。 

・いろいろなうまくいっている事例
じれい

を提示
ていじ

することが大事
だいじ

。 

・制度化
せいどか

した後
あと

、数 年 間
すうねんかん

は、運 用
うんよう

がうまくいっているかモニタ
も に た

ーが必 要
ひつよう

。 

・ 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

も 最 近
さいきん

は施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

から 在 宅
ざいたく

志向
しこう

に 移
うつ

ってきた。今後
こんご

在 宅
ざいたく

の重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

は増加
ぞうか

するだろう。医 療
いりょう

職
しょく

から見
み
たらヘルパ

へ る ぱ
ーがた

んの 吸 引
きゅういん

等
とう

を行
おこな

うことは不安
ふあん

があるかもしれないが、経 験
けいけん

の中
なか

で、この人
ひと

にな
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らできるという「特 定
とくてい

の 者
もの

」の考
かんが

え 方
かた

はあり得
え
る。介護

かいご
職 員
しょくいん

にたんの吸 引
きゅういん

を行
おこな

わせることへの心 配
しんぱい

については、「不 特 定
ふとくてい

の者
もの

」についてのものであろう。これらは

分
わ
けて考

かんが
えられるべき。 

・ 在 宅
ざいたく

の 方
かた

が一時
いちじ

入 院
にゅういん

した 際
さい

でも、不慣
ふ な

れな看護師
かんごし

より慣
な
れたヘルパ

へ る ぱ
ーの 方

かた
が

安 心
あんしん

ということもある。ヘルパ
へ る ぱ

ーの積 極
せっきょく

活 用
かつよう

に異論
いろん

はない。 

・そもそも「医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

」の概 念
がいねん

はどのように整理
せいり

されているのか。リスト
り す と

を 作 成
さくせい

し、これらについては介護
かいご

職 員
しょくいん

もできるようにすべき 等
とう

、整理
せいり

する必 要
ひつよう

がある。

重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

の立場
たちば

からなどリスト
り す と

を 作
つく

ったらどうか。また、 年 齢
ねんれい

や

障 害
しょうがい

別
べつ

、疾 患
しっかん

別
べつ

等
とう

関 係
かんけい

なく「行為
こうい

」という切
き
り口

くち
だけで 概 念

がいねん
を整理

せいり
して良

よ

いのか。 

・ 概 念
がいねん

が整理
せいり

されていない。たんの吸 引
きゅういん

の検 討 会
けんとうかい

でも意見
いけん

は出
で
たが、あまり議論

ぎろん

されなかった。 先
さき

に 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

でこうあるべきという 提 言
ていげん

をした 方
かた

が良
よ
い。

今 回
こんかい

検 討
けんとう

されたのは、たんの吸 引
きゅういん

と経 管
きょうかん

栄 養
えいよう

のみ。それ以外
いがい

の行為
こうい

が即
そく

ダメ
だ め

にならないよう注 意
ちゅうい

が必 要
ひつよう

。「生 活
せいかつ

をささえる医 療
いりょう

」が基 本 的
きほんてき

な概 念
がいねん

。人 間
にんげん

らしく、当 事 者
とうじしゃ

が望
のぞ

む地域
ちいき

で生 活
せいかつ

できるための、医 療 的
いりょうてき

なケア
け あ

の充 実
じゅうじつ

が必 要
ひつよう

。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

には 入 院
にゅういん

の付
つ
き添

そ
いが必 要

ひつよう
な人

ひと
が多

おお
い。合 理 的

ごうりてき
配 慮
はいりょ

の範囲
はんい

だと思
おも

う。

せめて居
い
ることを拒否

きょひ
しないでほしい。 

・「 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

」は、「医
い
行為
こうい

」と「医
い
行為
こうい

以外
いがい

の行為
こうい

」の中 間
ちゅうかん

の行為
こうい

なので、中 間 的
ちゅうかんてき

な 概 念
がいねん

が必 要
ひつよう

。 

・ 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

は、医
い
行為
こうい

の 中
なか

で家族
かぞく

がやっている行為
こうい

。 

・医 療
いりょう

は病 院
びょういん

の中
なか

でやってきた。地域
ちいき

では福祉
ふくし

が 行
おこな

われている。地域
ちいき

での生 活
せいかつ

を

支
ささ

えるための「医 療
いりょう

と福祉
ふくし

が統
とう

合
ごう

されたサービス
さ ー び す

」が必 要
ひつよう

。 

・定義
ていぎ

＋具 体 例
ぐたいれい

の列 挙
れっきょ

で 表
あらわ

すべきだが、具 体 例
ぐたいれい

を示
しめ

すとそれ以外
いがい

の排 除
はいじょ

につな

がるという懸念
けねん

も理解
りかい

。インシュリン
い ん し ゅ り ん

の 注 射
ちゅうしゃ

等
とう

、さまざまな行為
こうい

があるので

限 定 的
げんていてき

にならないよう工夫
くふう

すべき。 

・「家族
かぞく

が 行
おこな

い得
う
る、生

い
きていくのに不可欠

ふかけつ
な、生 理 的

せいりてき
な結果

けっか
をもたらす 第 三 者

だいさんしゃ
に

よる行為
こうい

」との定義
ていぎ

案
あん

で如何
いかん

か。 

・ 独 居 者
どっきょしゃ

をも想 定
そうてい

した定義
ていぎ

とすべき。 

 

（３ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

を容易
ようい

にするための医 療
いりょう

のあり方
かた

について） 
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・聴 覚
ちょうかく

は医 療
いりょう

との関
かか

わりはごく限
かぎ

られている。治 療 法
ちりょうほう

が限
かぎ

られているので、医師
い し

の 関
かか

わりは 基 本 的
きほんてき

には 診 断
しんだん

を 下
くだ

すまで。 医 療
いりょう

からは 除 外
じょがい

されている。

諸 外 国
しょがいこく

にはサポートケア
さ ぽ ー と け あ

、といった医 療
いりょう

がある。従
じゅう

来
らい

なかったものを今後
こんご

、どう

盛
も
り込

こ
んでいくか。医 療 的

いりょうてき
ケア
け あ

にリンク
り ん く

する部分
ぶぶん

は多
おお

いが、 特 段
とくだん

これといったも

のはない。 

・ 報 告 書
ほうこくしょ

に書
か
くとすれば、「 聴 覚

ちょうかく
障 害 者
しょうがいしゃ

が 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を受
う
けながら地域

ちいき
で

生 活
せいかつ

するための研 究
けんきゅう

を行
おこな

う」か。 

・ 諸 外 国
しょがいこく

にあるようなヒアリングセンタ
ひ あ り ん ぐ せ ん た

ーが理想
りそう

。 医 療
いりょう

と福祉
ふくし

を 含
ふく

んだ 聴
ちょう

能
のう

の

リハビリセンタ
り は び り せ ん た

ー。 関 係 者
かんけいしゃ

は 聴 覚
ちょうかく

保 障
ほしょう

と呼
よ
んでいる。補 聴 器

ほちょうき
等
とう

の 聴
ちょう

能
のう

を

活 性 化
かっせいか

させる 訓 練
くんれん

を 行
おこな

う場
ば
。 医 療

いりょう
と福祉

ふくし
がドッキング

ど っ き ん ぐ
した場所

ばしょ
でできるのが

理 想 的
りそうてき

。 

・ 診 療
しんりょう

拒否
きょひ

について。 難 病
なんびょう

は専 門 家
せんもんか

が 少
すく

ない。専 門 医
せんもんい

にたどりつくまでに１０

年 間
ねんかん

、その間
あいだ

に病 気
びょうき

が進 行
しんこう

してしまう事例
じれい

もある。多
おお

くは確 定
かくてい

診 断
しんだん

がつい

て医師
い し

が 処 方
しょほう

して病 状
びょうじょう

が安 定
あんてい

したあとは介護
かいご

が主
しゅ

で医 療
いりょう

と 併
へい

存
そん

するという

場合
ばあい

が多
おお

い。難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

は、療 養
りょうよう

病 床
びょうしょう

は減
へ
らされているし、施設

しせつ
入 所
にゅうしょ

は看護師
かんごし

がいない、病 状
びょうじょう

急 変
きゅうへん

に 対 応
たいおう

できない、という理由
りゆう

で入 所
にゅうしょ

拒否
きょひ

されるという事態
じたい

は一 般 化
いっぱんか

している。地域
ちいき

に開 業 医
かいぎょうい

は多
おお

くても 難 病
なんびょう

については詳
くわ

しくない。地域
ちいき

で 安 心
あんしん

して 生 活
せいかつ

できるためにはどうしたらいいか。グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

も 難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

を 抱
かか

えるところはほとんどない。1つの体 系
たいけい

をつくらないといけない。 

・知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

・身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

ともに年 齢
ねんれい

が上
あ
がると色 々

いろいろ
な病 気

びょうき
を抱

かか
えるが、

対 応
たいおう

できる病 院
びょういん

は少
すく

ない。救 急
きゅうきゅう

対 応
たいおう

の充 実
じゅうじつ

が必 要
ひつよう

。 

・レスパイト用
れすぱいとよう

のベッド
べ っ ど

を確保
かくほ

してほしい。 病 院
びょういん

をレスパイト
れ す ぱ い と

利用
りよう

しようとしたら、

個室
こしつ

の差額
さがく

ベッド
べ っ ど

の利用
りよう

を求
もと

められる。個室
こしつ

だと呼 吸 器
こきゅうき

が 外
はず

れた場合
ばあい

、気
き
づくの

が 遅
おそ

くなり、 命 取
いのちと

りとなる。地域
ちいき

で暮
く
らそうと 思

おも
っても、診

み
てくれる医師

い し
が少

すく
な

い。胃
い
ろうの交 換

こうかん
も昔

むかし
は自宅

じたく
でできて無 料

むりょう
だったが、今

いま
は１、２日

か
入 院
にゅういん

しなく

てはならず、費用
ひよう

負担
ふたん

が大
おお

きい。最 近
さいきん

、学 会
がっかい

から治 療
ちりょう

停止
ていし

のガイドライン
が い ど ら い ん

が出
で

てきている。許
ゆる

し難
がた

い 状 況
じょうきょう

である。 

・差額
さがく

ベッド
べ っ ど

の利用
りよう

は、障 害
しょうがい

との関 係
かんけい

で求
もと

められるのか。 

・呼 吸 器
こきゅうき

がうるさいので同 室
どうしつ

の患 者
かんじゃ

が夜
よる

眠
ねむ

れない、とか、付
つ
き添

そ
いがいると他

ほか
の

患 者
かんじゃ

がうらやましがる、という理由
りゆう

。呼 吸 器
こきゅうき

が 外
はず

れたのに気
き
づかない、など家庭

かてい
で
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は起
お
こらないことが病 院

びょういん
では起

お
きる。個室

こしつ
に行

い
かせるならヘルパ

へ る ぱ
ーの付

つ
き添

そ
いを認

みと
め

てほしい。一人
ひとり

で個室
こしつ

に閉
と
じ込

こ
めるのは危険

きけん
。差額

さがく
の補填

ほてん
を公費

こうひ
でしてほしい。 

・保 健 所
ほけんじょ

の機能
きのう

は介護
かいご

保険
ほけん

導 入
どうにゅう

後
あと

10 年 来
ねんらい

後 退
こうたい

している。健 康
けんこう

に障 害
しょうがい

を持
も
つ

者
もの

は保 健 所
ほけんじょ

が最後
さいご

の生
い
きるよりどころとなる場合

ばあい
が 多

おお
い。 抜 本 的

ばっぽんてき
な 役 割

やくわり
や

機能
きのう

強 化
きょうか

が望
のぞ

まれる。相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

ができても、コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

は 行 政
ぎょうせい

も

やるべき。保 健 所
ほけんじょ

がどんどん現場
げんば

に 入
はい

っていって、問 題
もんだい

解 決
かいけつ

してほしい。 

・災 害
さいがい

との関 係
かんけい

について。心
こころ

のケア
け あ

は、県
けん

の精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ーもやっている

が、現場
げんば

を仕切
し き

るのは保健師
ほけんし

。 

・電気
でんき

が止
と
まって、予備

よ び
のバッテリ

ば っ て り
ーは自主

じしゅ
購 入
こうにゅう

だが、それがないと３０ 分
ぷん

で切
き
れて

しまう。 非 常 用
ひじょうよう

のバッテリ
ば っ て り

ーの 支 給
しきゅう

が 必 要
ひつよう

。ガソリン
が そ り ん

がなくなってヘルパ
へ る ぱ

ーが

訪 問
ほうもん

できなかった。呼 吸 器
こきゅうき

は手 動
しゅどう

のアンビューバック
あ ん び ゅ ー ば っ く

で維
い
持
じ
させた。工 場

こうじょう
が被災

ひさい

して、経 管
きょうかん

栄 養
えいよう

の資材
しざい

の 供 給
きょうきゅう

が全 国 的
ぜんこくてき

に不足
ふそく

した。当 初
とうしょ

は保 健 所
ほけんじょ

の機能
きのう

が

ダウン
だ う ん

して、患 者 会
かんじゃかい

の名簿
めいぼ

を頼
たよ

りに対 象 者
たいしょうしゃ

を 確 認
かくにん

することしかできなかった。  

・ 報 告 書
ほうこくしょ

の 中
なか

で、 災 害
さいがい

対 策
たいさく

について 提 案
ていあん

できるならば、 医 療
いりょう

機関
きかん

は自分
じぶん

の

患 者
かんじゃ

をバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

することを義務付
ぎ む づ

けたい。災 害
さいがい

対 応
たいおう

をサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の

中
なか

に盛
も
り込

こ
んでおくべき。 

・被災
ひさい

した患 者
かんじゃ

は、自
みずか

らの 診 療
しんりょう

情 報
じょうほう

を 請 求
せいきゅう

すればいつもの 診 療
しんりょう

内 容
ないよう

が分
わ
か

ったはず。 

・ 難 病
なんびょう

は 稀 少
きしょう

であるから、 稀 少 性
きしょうせい

の 薬
くすり

がなくなったり、うまく 供 給
きょうきゅう

できない

問 題
もんだい

が多発
たはつ

した。福祉
ふくし

避 難 所
ひなんじょ

でも難 病
なんびょう

対 応
たいおう

ができず結 局
けっきょく

在 宅
ざいたく

になったという

多
おお

くの報 告
ほうこく

があった。 

・ほしいものを支 給
しきゅう

するべきで、マッチング
ま っ ち ん ぐ

が大事
だいじ

。 

・日頃
ひごろ

からの服 薬
ふくやく

指導
しどう

が重 要
じゅうよう

。自分
じぶん

がどんな薬
くすり

を飲
の
んでいるのか、インフォームド

い ん ふ ぉ ー む ど
・

コンセント
こ ん せ ん と

で医者
いしゃ

から聞
き
いておくべき。 

・ 診 療
しんりょう

拒否
きょひ

について、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の立場
たちば

から報 告 書
ほうこくしょ

にも書
か
くべき。 

・発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

は 確 立
かくりつ

しておらず、医 療
いりょう

が必 要
ひつよう

な 発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

の行
ゆ
き

場
ば
がなく、精 神 科

せいしんか
医 療
いりょう

の現場
げんば

で 混
こん

乱
らん

している。 若 年
じゃくねん

での 診 断
しんだん

だと、 統 合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

と誤
ご

診
しん

されることが 多
おお

い。 治 療
ちりょう

が 全
まった

く 違
ちが

ってくるので、 行 動 上
こうどうじょう

の

問 題
もんだい

や、うつ、無理
む り

に頑張
がんば

らされる、といった二次
に じ

障 害
しょうがい

を招
まね

き、結果
けっか

自己
じ こ

肯 定 感
こうていかん

を持
も
てなくなる。 
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・「 本 人
ほんにん

・家族
かぞく

・ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

の重 要 性
じゅうようせい

の認 識
にんしき

」について、医者
いしゃ

、本 人
ほんにん

、家族
かぞく

、

行 政
ぎょうせい

で全部
ぜんぶ

抱
かか

え込
こ
んでいる。もっとピア

ぴ あ
の関 係

かんけい
を大事

だいじ
にすべき。 

・２４時間
じかん

精 神 科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

の 体 制
たいせい

整備
せいび

が 必 要
ひつよう

。ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さ ー び す

として精 神 科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

は重 要
じゅうよう

。精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

での拘 束
こうそく

は、欧 米
おうべい

では時間
じかん

で区切
く ぎ

っているが、日本
にほん

では 週
しゅう

単位
たんい

という 状 況
じょうきょう

。インフォームド
い ん ふ ぉ ー む ど

・コンセント
こ ん せ ん と

は精 神 科
せいしんか

医 療
いりょう

においても

重 要
じゅうよう

。運
はこ

ばれた病 院
びょういん

で 対 処
たいしょ

が異
こと

なると困
こま

る。 

・ 救 急
きゅうきゅう

がないので 警 察
けいさつ

が来
き
てしまう。いろいろ 整

ととの
っても 救 急

きゅうきゅう
は大事

だいじ
。 精 神

せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

のための、ではなく国 民
こくみん

のための精 神 科
せいしんか

医 療
いりょう

。 

・家族
かぞく

が利用
りよう

できるショートステイ
し ょ ー と す て い

も制度化
せいどか

されていいのではないか。 

・ 難 病
なんびょう

とは 何
なに

かという定義
ていぎ

については 今
いま

の 段 階
だんかい

で 結 論
けつろん

は得
え
られない。専 門 家

せんもんか

集 団
しゅうだん

抜
ぬ
きにしてこの場

ば
で取

と
り上

あ
げるのは難

むずか
しい。未 検 討

みけんとう
のものが多

おお
いので、「難 病

なんびょう

を福祉
ふくし

の 中
なか

に入
い
れる」「 難 病

なんびょう
対 策
たいさく

要 綱
ようこう

の 発 展 的
はってんてき

継 承
けいしょう

」「自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の

低 所 得 者
ていしょとくしゃ

無 料 化
むりょうか

」「キャリーオーバ
き ゃ り ー お ー ば

ー解 決
かいけつ

」緊 急
きんきゅう

を要
よう

する「難 治 性
なんじせい

疾 患
しっかん

の

医 療 費
いりょうひ

の負担
ふたん

軽 減
けいげん

」、「高 額
こうがく

療 養 費
りょうようひ

の限度
げんど

額
がく

大 幅
おおはば

切
き
り下

さ
げ」などは今 回

こんかい
の

総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

で明 確 化
めいかくか

して、「難病
なんびょう

の定義
て い ぎ

」「支
ささ

える医療
いりょう

の在
あ

り方
かた

」「医療
いりょう

と福祉
ふ く し

の

混在化
こんざいか

した領域
りょういき

や体系
たいけい

構築
こうちく

」などは、 難 病
なんびょう

問 題
もんだい

の 審
しん

議会
ぎかい

を産
う
み落

お
としてほしい。

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

の中
なか

で、 障 害 者
しょうがいしゃ

基 本 法
きほんほう

の施行
しこう

後
ご
３ 年

ねん
経
た
ったら見直

みなお
す、

というのと同
おな

じスキーム
す き ー む

でいきたい。医 療
いりょう

に関 係
かんけい

する相 談
そうだん

には、ＭＳＷの 役 割
やくわり

も入
い
れて欲

ほ
しい。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

は今年
ことし

８月
がつ

が検 討
けんとう

の目途
め ど

だが、それまでに難 病
なんびょう

の定義
ていぎ

を

検 討
けんとう

する 審
しん

議会
ぎかい

は無理
む り

だろうが、 障 害 者
しょうがいしゃ

基 本 法
きほんほう

３ 年 内
ねんない

の見直
みなお

しの 中
なか

で読
よ
め

る、ということか。 

・すでに、難 病
なんびょう

検 討 会
けんとうかい

はあるが、医 療
いりょう

が主
しゅ

。福祉
ふくし

については別途
べっと

検 討 会
けんとうかい

を設
もう

ける 必 要
ひつよう

がある。これなら大 丈 夫
だいじょうぶ

、というものを出
だ
さないと、 大 混 乱

だいこんらん
となる。

難 病
なんびょう

対 策
たいさく

委 員 会
いいんかい

は「 難 病
なんびょう

施策
しさく

の在
あ
り 方

かた
について」、 難 病

なんびょう
対 策
たいさく

懇 談 会
こんだんかい

は

「 難 病
なんびょう

の個別
こべつ

疾 病
しっぺい

の 認 定
にんてい

について」行
おこな

っている。他
ほか

にも研 究
けんきゅう

事 業
じぎょう

として多
おお

くの 研 究 者
けんきゅうしゃ

やコメディカル
こ め で ぃ か る

に、患 者 会
かんじゃかい

などよる「 支
ささ

える 医 療
いりょう

を現 実 的
げんじつてき

にや

っている。国 立
こくりつ

保健
ほけん

医 療 科
いりょうか

学 院
がくいん

もこの分野
ぶんや

の多
おお

くの知見
ちけん

を蓄 積
ちくせき

しているはず

だ。純 粋 的
じゅんすいてき

な医 療
いりょう

よりも、最 近
さいきん

は地域
ちいき

でどうやって患 者
かんじゃ

を支
ささ

えるか、という

研 究
けんきゅう

が増
ふ
えている。しかし、そこからの見 解

けんかい
がほとんど今 回

こんかい
の論議

ろんぎ
に 反 映

はんえい
され
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ていない。 

・ 障 害 者
しょうがいしゃ

基 本 法
きほんほう

で 発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

を入
い
れるなら高次

こうじ
脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

や難 病
なんびょう

も入
い
れ

てほしい。障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する 給 付 法
きゅうふほう

である障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

に難 病
なんびょう

も始
はじ

めから入
はい

っておいた方
かた

がいいのでは。 

・福祉
ふくし

に入
い
れてもらうのは賛 成

さんせい
。ただ、３ 年 間

ねんかん
で定義

ていぎ
について、難 病

なんびょう
に詳

くわ
しい人

ひと
、

当 事 者
とうじしゃ

を加
くわ

えて検 討
けんとう

させてほしい。 

・ 合 併 症
がっぺいしょう

の問 題
もんだい

もある。総 合
そうごう

病 院
びょういん

に精 神 科
せいしんか

を、というのは明記
めいき

してほしい。 

以 上
いじょう

 


